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福島県『はらまら九条の会｣鋤Nu28 1
2016（平成28）年5月3日（火）発行

I
■rlさ弓きち九条の会｣|は､戦争放棄の憲法第9条を護って「戦争をしない国・日本」をめざし、支持政「
党や主義主張を問わない自由な市民の会です。■結成は05年12月。会員は441名。年会費千円。、

■「憲法の間接的起草者鈴木安蔵のふるさと』の、『事故の福島第一原発に世界一近い』九条の会です。，

法｣冊子を配布’に｢憲 ｣冊 を配布月旧‘南相馬市が23,000全世
t廿

昼 帝

『九条の会｣の陳情が実現 鈴木安藤の出身地としての誇&Iを
○昨年2月、『は局ぎぢ九条の会』など市内4つの「九条の会」が、市議会に陳情した「憲
法」冊子の市内全戸配布は、この憲法記念日直前に実現されました。これは改憲
の声が高まる中で現憲法をもう一度見直そうということですから、意義深いことです。

○旧原町市は、1971（昭和46）年にも発行しているので、45年ぶり2度目の配布です。

|『憲法｣配布TUFﾆｭｰｽで榊吾
5月3BTUF (テレビユー福島・TBS '

テレビ・毎日新聞系)、午後6時15分からの；
ニュースで、「南相馬市全戸に冊子配布･いI

自治体の『憲法』全戸配布は全国でも稀です ８
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|：ま憲法を考える“
ルで約5分間放映されました。
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■ナレーション(要旨)：「南相馬市は今回、
文庫本と同じサイズの『憲法』を、市内全23,
000世帯に配布しました｡それは原発事故で、
市民6万s,OOO人のうちまだ1万7,000人が
避難を余儀なくされている状況の中で、「市民
に基本的人権や生存権を考え、私たちの生活
再建を取り戻すために憲法を読んでいただき
たい」との市役所総務課のコメントです。
また小高区出身の憲法学者鈴木安蔵が憲法

立案に間接的に関わっていること、市内4つ
の市民団体の「九条の会」が去年2月に市議
会に陳情し今回実現しました、と説明。

■市民の声：「改めて目を通す機会ができ
て良かつだ」「憲法にふれる機会も少なく、ち
ょつと読むだけでもいいんじゃないか」など。「私たち南相馬市民は、大震災と原発事

故で大きな苦難に直面しました。今でも、憲

法で保障された健康で文化的な生活がかな
えられていない市民が数多くいます。

東日本大震災によって人権の大切さと、
恒久平和の必要性を痛感します。
私たちの生活再建と安心して暮らせる環

境を取り戻すため、日本の憲法とは何かを
考えていただきたいと思い、本冊子を発行
いたしました。』(一部略）

癖

辮繍

開▲本会早坂吉彦事務局長インタビュー
■早坂さんのコメント:『憲法研究会に鈴木安ii

○自治体による「憲法」の発行は1 960．70年代輿
に盛んでしたが､最近では珍しい。昨2○15年鼎
に東京都武蔵野市が、成人向けの『平和・憲蘭

法手帳』と子ども向けの『憲法』の2種を発:：
行。全市配布でなく、希望者への配布です。§､畠

蔵さんが所属していて彼がまとめ役でした｡その
憲法案の重要な部分をGHQが参考にしたと言わ

れています｡大窪災を機に市会議員さんたちも、
憲法をもっと大切にしようと考え方が変わってき

て､陳情して良かったと思っています｡』
= ■ ■ 画 己

九条は弓琴ぢ
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『憲法』配布のどの機会に…
O前文､さらに全条文を読んでみましょう1
－番好きなお気に入りの条文は何条ですか？

O相馬弁やおばちゃん･若者言葉で､子どもの
ために条文を言い直してみましょう1

0書き写し("写憲")もブームです1
0灘自民党改憲草案"と比較してみましょう。

一 一 一 一 一 』＝ 一
－ －－

福
島
第
塾
原
発
事
故
の
被

害
を
受
げ
た
福
島
県
南
相
馬

市
は
、
県
内
外
の
避
難
住
民

を
含
む
全
世
帯
約
２
万
５
０

０
０
世
帯
に
、
憲
法
の
小
冊

子
を
配
布
す
る
ご
と
を
決
め

た
。
原
発
事
故
で
今
も
約
１

万
人
が
市
外
に
避
難
し
て
お

り
へ
懲
法
が
保
障
す
る
国
民

の
権
利
を
見
つ
め
直
し
て
も

ら
う
狙
い
。
５
月
１
日
発
行

の
市
広
報
紙
と
と
も
に
全
戸

| ‘ 南相馬

▼
ｂ
ｏ
９
Ｌ
Ｉ
ｒ
■

壼霊 奄 万
人帯皇菫菫乗菫言鬘曹

鬮 灘灘の人
寧 権

I 配る延だ法らで故記邦

守
R ．

: 布 箒窯喜簔羅衰婁
万塞達漂蕊震茎

1へ 灘責萩票琴筌& る；

喜奏篝驫臺臺篝暴

蕊
I" ， ｯ , ．: ‘ …
ﾖｰ.一L--.--一弘 一_里2-, :_‘.__‘・恥.合._今､･ ﾄ .‐”-､……～.=一.‐…._.‐ ~.…～ -"一…－….……=‐……‐…ー』i

▲2016年4月26日『毎日新聞』大阪版｡夕刊‘
南相馬市による『憲法』冊子の全世帯配布の新

聞報道は、この『毎日新聞』大阪版・夕刊だけの

ようです。6万の市や市民に関わること、現政権

が改憲を唱えている最近の日本では稀なことで、

地元紙や全国紙などでもっと取り上げて欲しい。

(※記事中の、『本会事務局長』は早坂吉彦です｡） ‐』
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改憲不要牌48％今今年弱％
欧憲必専昨年43％->今年訂％
9条変えぢい方がよい63%今銘％

変える方がよい29%-W%
安保闇違法反対弱％賛成34％

霧急事態条項反溺2％賛成33％
○安倍政権が「改憲」にあまりに前の

めりなことに、国民は不安や警戒感をも

ち、上のように意識も変わってきている

のではないでしょうか。『毎日新聞』での

世論調査もほぼ同じような結果です。
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<憲法記念日『九条熱j新聞意見広告〉
今年も本会は賛同し､掲載されました
2016年5月3日（日）

１
１蘆訂渇

安保法に反対します
戦争は止められます

主権者はわたした
市民にはこの国を変える力があります
選挙は主権者が意志を示す場です

I

▲ 5月3日、全国紙に毎年掲載の「護憲

・九条実現｣の意見広告に、今年も『は局

まち九条の会｣は賛同し、大変小さな文字’
ですがしっかり記名されています。全国

各地の友人や知人、著名人名もたくさん

見つけることができ､嬉しくなりました。


